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梅雨期 日本周辺域の 降水 の 目変化に つ い て
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1．はじめに

　前回 （2010年秋季大会 C352）の 報告では、1995
〜2009年の 気象庁解析雨量か ら、6E 九州全域及び

西日本の 太平洋側沿岸陸上と海上を含む広い 領域に

降水の 午前ピー
クが卓越するこ と、また、顕著事例

に お い て は、九 州西海上 か ら東進 し、午前九州周 辺

域を通過する降水シ ス テ ム がみ られた こ とを示 した。
　今回は、こ れ ら午前 ピー

クをもたら した降水 シ ス

テ ム の 振る舞い と周辺場 に着目 して解析 した結果を

報告す る．同 じく 6 月の 南西諸島付近 にお け る昼 ピ

ー
クにつ い て もふれる。

2，デー
タと解析期間

　気象庁 レ
ー

ダの 観測範囲 の 制約 に よ り解析雨量 デ
ー

タで は東経 i28度付近より西の情報は ない。そ こ

で 九州西海上か ら東進 して くる降水シ ス テ ム に着目

して い る た め、衛星 データ （GSM−5，　GOES−9，　MTSAT−1

すべ て赤外）を併用する。ま た、客観解析デー
タを

用い て気象庁非静力学モ デル による完全境界実験 も

行 っ た．なお、解析期間は 2002〜2005年 6 月 と した
。

3．結果

　前回 の 発表で 6 月 の 午前 ピー
クが九州〜関東南沖

ま で及 ん で い るこ とを示 したが 、 それが「司
一

の 降水

現象の 東進に よ っ て もたらされたもの か確認 の 必要

が あ る。その た め解析領域と して 、九 州 （北緯 31度
〜 33 度、東経 130 度〜 132度）、四国南沖 （北緯 31

度〜33度、東経 133度〜135度）、さらに昼 ピー
クが

み られた南西諸島 （北緯28 度〜30 度、東経 127 度
〜130度〉の 三 か 所を選ん だ。
　 3領域の年別領域降水量の 時間変化を調査した

（図 1 ）。横軸の 値は各年の 同
一

時刻 300 分の 平均

値 か ら月平均値を差 し引い たもの で ある。
九 州で は 、

対象と したお お よそ ど の 年も午前ピー
クが卓越 して

い る（顕著年 2003，2006年）。四国南沖 で は ピーク出

現時刻に 1 時間程度 の 遅れ が あるも同様 の 傾向がみ

られる。
一
方、南西諸島で は九州

や 四 国南沖の 午前 ピー
クとは異な

り正 午付近に ピー
クが ある（顕著　
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年 2005年）。

　各年の 上 記 3領域の 領域平均降　12JST

水量を用い て 降水イベ ン ト日を抽

出 した。顕著な午前ピーク がみ ら　2
酷麝

れた 2003年につ い て例を示す。
初 め に 00−23JST で 3  ／hr 以上 の

12」sT
最大値 が みられた 日を降水イベ ン

ト日とす る （台風通過時を除 く）。
2
瀧 丁

次に 、
ピー

クが現れた時刻 に より

01−12JST を午前、13−24JST を午後
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 丁2JST
ピークと定義する．なお、 1 日で

2 つ 以上の ピー
クがみ られた場合 、

2
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最大 ピー
クの 出現時刻を選ぶ。

2003年 6 月、丿L州の 降水イベ ン 1・
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 12JST

日の 検出数 は ll 目、 うち 9 日が午　　12

前 ピーク 日で あっ た。 なお こ の 期

間中、ほ とん どの 四国南沖 （○）の
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ピー
ク は九州 ピ

ー
ク に連続して み られ た。

　午前 ピー
ク が頻発 した 2003年 6月 22 日

〜25 日の

事例をにつ い て雲 （赤外）及 び 雨量デー
タの ホ フ メ

ラ
ー

図を示す （図 3）、中国大陸東海岸付近か ら次 々

と雲群が東進 し、降水もそれにともなっ て東進 して

い る。た だ し午前ピーク が みられるとき、い つ も西

海上 か ら東進す る雲群を ともな うとはか ぎらない
。

また九州付近で降水の 持続 ・強化傾向もみ られる。
　紙面の 関係 か ら午前 ピー

ク事例 の 時系列を
一

例 の

み示 す （図 4 ）。22 目 OOJST、九 州西海上 に現れた雲
群が急速に発達しなが ら九 州に達 し、その 後、急速

に衰退する。こ の 通過が図 2 の 22 日の 九州 （06JST）、

四 国南沖 （IO」ST） ピー
ク に該当する 。

　当日は、1）西海上から東進するシ ス テ ム 、2）九州

で の 強化 と午前 ピー
ク との 関係、および 3）南西諸島

の 昼 ピー
ク に着目して、大気環境場や数値実験の 結

果もあわせ て解析 した結果を紹介する。
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図 22003 年 6月 21−26 日の領城半均 降水量の 時系列
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図 32003 （116月 22−25 目の 衛星雲（shade ）
と降水（白線）の 経度

．
時聞断面図。
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図 420U3 年 6 月 22 目 OO−⊥4JSTの 2時間
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